
金
滞
古
政
志
巻

λ

邸
地
に
居
住
せ
し
か
ど
‘
明
治
駿
務
の
際
家
屋
を
資
却
し
て
退
去
せ

O
岩
図
内
蔵
助
居
邸
偉
話

混
見
摘
お
に
云
ム
。
諸
問
内
出
陣
助
居
屋
鋪
滋
之
内
K
化
物
居
て
‘
成

の
刻
に
は
定
め
て
出
る
と
な
り
。
内
出
蹴
助
雨
三
皮
も
切
突
き
け
れ
ど

も
、
或
は
中
に
て
取
り
‘
長
刀
に
て
衆
せ
れ
ば
飛
上
り
、
見
角
飛
ぬ

の
ご
と
し
。
北
ハ
の
化
物
一
丈
除
り
た
る
大
入
道
な
り
。
惣
削
酔
黒
く
し

て
.
眼
目
月
の
如
く
金
石
よ
り
も
竪
き
緋
な
り
。
利
常
卿
陶
召
さ
れ
.

山
間
宇
布
術
門
陀
仰
何
ら
れ
、
一
矢
可
v
仕
と
て
、
能
吉
根
を
持
て
内

山
凧
助
が
宅
へ
ゆ
き
・
間
人
相
待
け
る
に
・
援
の
如
〈
成
刻
出
た
り
。

伴
右
術
門
矢
取
て
打
つ
が
へ

、
し
ば
し
堅
め
て
ひ
ゃ
う
と
射
る
。
た

ピ
中
を
射
泊
す
と
交
え
し
が
‘
中
陀
て
取
り
K
け
り
。
一
一
矢
も
中
K

て
取
り
に
け
り
。
牛
右
衛
門
無
念
が
り
、
共
後
は
矢
も
射
宇
と
也
。

共
の
段
委
細
巾
上
け
る
に
・
不
思
議
な
る
物
と
御
立
に
て
、
共
通

p

k
成
居
た
り
。
然
る
に
共
後
内
政
助
屋
釧
御
用
地
に
候
僚
可
--指
上
-

旨
・
替
地
は
何
方
に

τも
勝
手
次
第
笠
可
ν
申
回目被
γ
仰
波
吋
内
磁
助
奉
v

川
首
候
と
て
家
財
抽
出
ら
や
，
取
仕
鉢
致
し
‘
駄
術
に
作
り
上
方
の
か
た
へ

指
登
せ
・
共
の
身
顕
へ
罷
越
・
私
儀
居
屋
釧
K
化
物
位
み
候
に
付
・

民
付
き
退
去
せ
し
は
‘
一
冗
和
三
年
の
都
民
て
、
郎
参
の
上
再
び
も
と

の
居
邸
主
賜
は
り
居
住
せ
し
と
問
ゆ
。

O
岩
国
内
務
助
停

共
の
元
組
は
場
開
左
問
地
助
と
裕
し
‘
出削
川
伊
強
守
に
仕
へ

、
天
正
十

八
年
小
岡
即
北
僚
征
伐
の
時
職
死
す
。
共
の
子
仰
左
術
門
始
め
太
聞

但
馬
守
の
家
人
と
成
り
.
出
品
長
五
年
利
長
卿
小
松
大
聖
寺
征
討
の

時
、
但
馬
守
に
随
従
し
出
軍
、
浅
井
細
乎
に
て
同
僚
井
上
勘
左
術
門
・

大
野
甚
之
丞
と
北
ハ
K
殊
功
を
穎
し
け
る
に
依
っ
て

・
附
民
長
十
二
年
井

上
大
野
と
川
叫
に
藩
士
に
被
a
召
抱
一
千
石
を
賜
ふ
。
大
阪
城
資
に
又
職

功
を
同
期
し
、
五
百
石
加
間
四
あ
り
て
.
家
総
千
五
百
石
を
脇
ム
。
然
る

に
一冗
和
三
年
紋
あ
り
て
株
主
僻
し
、浪
士
と
成
り
、
松
平
下
総
守
に
仕

へ
‘
叉
損
丹
後
守
へ
寄
食
す
。
丹
後
守
卒
後
.
正
保
二
年
少
将
光
市

震
に
復
仕
し
.元
京
総
の
如
く
千
五
百
石
を
賜
は
り
、馬
刻
組
問
刷
旗
移

行
を
命
ぜ
ら
れ
、
岩
岡
内
磁
助
と
栴
す
。
後
致
仕
し
て
老
名
休
徳
と

相
仰
す
。
共
の
長
男
内
閣
陣
助
と
一
宮
ひ
、
民
長
十
九
年
利
常
卿
被
ι
召
出
一

新
知
を
賜
は
る
と
い
へ
ど
も
.
元
利
三
年
父
と
共

K
退
去
す
。
正
保

二
年
K
光
尚
治
に
復
仕
し
て
千
三
百
石
を
協
は
り
‘
使
帯
を
命
ぜ
ら

れ
・
後
間
同
組
組
耐
酬
に
逃
口
升
し
・
致
仕
し
て
剃
髪
し
・
内
蹴
坊
と
mmす。

金
部
古
蹟
志
径
八

i I1 
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O 

恐
れ
て
巴
後
ま
で
居
申
開
放
者
と
被
ia

思
召
一
御
用
屋
敷
と
被
ι
仰
山
-

都
、

一
困
難
ν有
と
は
不
ν本
v
存
・
此
上
は
御
閣
に
浪
有
候
も
無
益
に

御
座
候
o
御
暇
申
上
候
と
云
捨
て
上
口
へ
立
退
き
た
り
o
小
松
援
に

て
本
多
{
女
房
守
勝
野
に
出
た
り
と
て
内
蹴
助
を
見
と
め
・
如
何
の
子

細
と
帯
ら
れ
た
り
。
内
山
蹴
助
か
ゃ
う
/
¥
の
次
第
陀
て
御
家
主
立
退

く
よ
し
・
物
関
り
し
け
る
に
・
安
閉
山
守
附
て
、
選
手
が
か
h
ら
う
裂

に
・
脱
出
分
怖
を
出
し
ゐ
ゆ
き
や
れ
と
申
さ
る
と
也
。
銀
内
政
助
事
・

利
常
卿
の
御
鑓
K
建
し
け
る
底
・
他
閣
へ
諮
し
何
段
世
上
の
批
判
に

成
る
も
如
何
な
り
、
指
留
候
へ
と
、
名
は
不
ν
知
人
持
心
者
雨
入
・
足

聴
三
拾
人
指
添
ら
れ
て
這
懸
た
り
。
内
出
蹴
助
協
祢
陀
有
v
之
由
沙
汰
あ

る
ゆ
土
、
宿
の
板
敷
下
ま
で
さ
が
せ
ど
も
見
ね
宇
。
直
陀
叡
山

へ
登

り
た
り
と
。
後
陀
は
越
後
に
居
た
り
と
ぞ
。
紀
州
公
よ
り
三
千
石
K
召

抱
え
ら
る
べ
き
と
の
事
な
り
し
か
ど
・
日
本
中
波
ら
・
千
御
構
被
v
成
に

付
、
ゆ
く
と
と
成
ら
宇
o

途
に
再
び
立
防

p
・
子
共
等
主
召
出
さ
る

-A

た
り
と
。
今
按
宇
る
花
、
元
副
胞
内
出
陣
助
は
・
民
長
十
二
年
陀
利
長

卿
被
一語
抱
一
日
謀
長
男
二
代
内
政
助
閃
十
九
年
に
利
常
卿
依
-
一
召
出
一
父

子
準
仕
の
路
、
元
利
三
年
父
子
北
ハ
称
を
僻
し
退
去
し
・
正
保
二
年
父

子
共
的
参
、
家
総
元
の
如
く
賜
は
り
た
り
o

さ
れ
倍
右
居
屋
鮒
の
都

次
男
凶
郎
兵
術
新
知
五
百
石
賜
は
り
‘
依
帯
主
命
ぜ
ら
れ
、
後
先
手

足
制
収
頭
を
勤
め
た
り
。
=
一
男
は
粥
五
左
衛
門
と
云
ひ
、
貨
は
長
谷
川

大
息
の
子
た
り
。
外
胞
の
氏
主
製
ぎ
.
岩
田
郷
五
左
衛
門
と
名
乗
り
、

百
五
十
石
脇
は
り
‘
奥
力
の
士
た
り
。
又
元
秘
内
総
助
が
弟
岩
間
三

左
術
門
は
‘
九
里
逃
右
術
門
の
女
主
張
り
、
m
出
法
右
衛
門
が
ゆ
棋
に
居

た
り
。
後
山
崎
関
灼
方
に
て
浪
人
分
に
二
百
石
扶
助
せ
ら
れ
、
大
阪

城
貨
の
時
出
寧
4

閑
衡
の
備
に
罷
在
り
、
元
利
元
年
夏
陣
の
時
大
阪

に
て
病
死
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る

K
、
一冗
組
岩
間
仰
左
術
門・

抽出井

縄
手
陀
て
の
戦
功
は
祉
に
知
る
成
に
し
て
、
成
岡
山
T

右
術
門
乎
役
に

も
‘
此
の
時
小
松
方
は
奔
郷
治
太
夫
宮
田
小
兵
衛
不
破
盗
兵
衛
・

安
彦
左
馬
助
、
我
等
以
上
五
人
、
金
津
方
は
太
田
但
馬
内
井
上
勘
左

衛
門

岩
同
体
左
衛
門

大
野
悲
丞
・
水
起
縫
殴
松
平
久
兵
衛
以
上
五

人
也
と
あ
り
。
此
の
時
利
長
卿
よ
り
叩
聞
は
る
感
枇
左
の
如
し
。

今
度
於
=小
松
表
浅
井
之
在
所
-
合
ν
鑓
共
働
無
=
比
類
-
之
僚
.
第
一
義

笑-附
A

斗
付
之
脇
指
並
賞
金
三
枚
池
ν
之
路
“
摘
可
ν
助
=忠
節
-
之
背
中

4

ん
可
ν
骨帥
=肝
要
-
者
也

長

八
月
十
二
日

和j

中l

岩
間
体
左
街
門
段

七




